令和　　年度　村民税・県民税（家屋敷課税）申告書
豊丘村長　あて
令和　　年　　月　　日

豊丘村内に事務所・事業所・家屋敷を有していますので、村税条例第３６条の２第９項の規定により、下記の通り申告します。　※家屋敷に該当しない旨の申し出をする場合のみ、申告書を提出してください。
	納税義務者（建物を有する方）
	住民票のある
住所
	〒

	
	１月１日現在
の住所
	※住民票のある住所と異なる場合のみ記入してください
〒

	
	フリガナ
	

	
	氏　　名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	生年月日
	大・昭・平
年　　　月　　　日
	電話番号
	（　　　　　）
　　　－

	家屋敷の
所在地
	区分
	　事務所　・　事業所　・　家屋敷　　（該当するものを○印で囲んでください）

	
	所在地
	長野県下伊那郡豊丘村　大字


[bookmark: _GoBack]※下の太枠は賦課期日である当該年１月１日時点の状況等をご記入ください。
	家屋敷に
該当しない理由
（理由に○と必要事項を記載してください）
	１　他人に貸し付けている、もしくは貸し付ける予定がある。空き家バンクに登録する等、　　貸し付ける目的で所有している。
　　貸し付けている方　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　〃　　住所　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	２　他人に譲渡した。（譲渡年月日：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	３　老朽化等により居住できる状態ではない。壁や床等に穴があいているなど。
　（詳しい状況　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	４　自己以外の者に支配権がある。自己が常に居住できる状況ではない。
　　氏　　名　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　住　　所　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　電話番号　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	５　その他（状況等を記載してください）


[bookmark: _Hlk145431961]○申告書に基づき、再度聞き取りや現地調査を行いますので、ご承知おきください。
○家屋を物置として利用している場合でも、荷物が無ければ家屋としての用途を満たす場合は、家屋敷とみなします。

